
○門脇副議長 次に、今城議員。

〔今城議員質問席へ〕

○今 城議 員 公 明党 の 今城雅 子で ござ います 。徳 田議員 の代 表質

問に 関連 して、 大要 ３ 点にわ たっ て質 問をさ せて いただ きま す。

市長及び当局の皆様の明快な御答弁をお願いいたします。

ま ず１ 点目、 独居 高 齢者等 のお ひと りさま への 終活支 援に つい

てで すが 、昨年 １２ 月 議会で も独 居生 活者等 への 支援と して 、特

にお ひと りさま など の 終活支 援に つい て議論 いた しまし た。 高齢

者の 支援 や相談 を受 け ている 専門 職の 方々か ら、 おひと りさ まな

どの 終活 支援は 、本 市 におけ る待 った なしの 課題 となっ て顕 在化

して くる との悲 痛な 声 を伺っ てい ます 。この 課題 は、も はや 地域

での 支え 合いで は解 決 できな い問 題に なって いる のでは ない かと

危惧しております。

そ こで 、基本 的な 現 状とし て、 本市 におい て独 居で暮 らす 単身

世帯 の生 活者の 人数 と そのう ちの ６５ 歳以上 の高 齢者の 人数 を伺

います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の 独居 で暮 らす単 身世 帯の数 とそ のう

ち６ ５歳 以上の 高齢 者 の人数 につ いて でござ いま すが、 令和 ６年

２月 ２２ 日時点 で住 民 基本台 帳上 の単 身世帯 の人 数は２ 万 9,２ ３

８ 人 で ご ざ い ま し て 、 そ の う ち 、 これ 施設の 入所 者等も 含み ます

けれども、６５歳以上の高齢者は１万 9,１２２人でございます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 結 構な 人 数だな とい うふ うにも 思い ますが 、独 居高

齢者 等の 終活支 援に つ いて、 先ほ どの 代表質 問で は、国 の動 向と



取組 の情 報収集 、行 政 の役割 の整 理の 上で関 係機 関など との 体制

構築 に取 り組ん でい く という 御答 弁で した。 先ほ ど伺っ た実 態か

ら、 本市 の単身 世帯 人 数のう ち６ 5.３ ％ が 、 い わ ゆ る 高 齢 者 で あ

る 事 実 、 も ちろ んお 元 気でお 仕事 をさ れてい る方 も多く あり ます、

しか し、 例えば けが や 病気を され たり 、何ら かの 生活上 のア クシ

デン トが あると 、途 端 にこれ まで の生 活や日 常が 崩れて 立ち 行か

なく なる のも、 また こ の年代 の方 々の 心配さ れる ところ です 。だ

から こそ 、困っ てい る ことで なく ても 、ふだ んか ら地域 や支 援機

関と のつ ながり や気 軽 に話せ る場 所、 また人 が本 当に必 要で す。

しか し、 実際に はど ん なとこ ろに 行け ばいい のか 、また どん な人

に相 談で きるの か、 ま だまだ 多く の方 には理 解し ていた だけ てい

ないとも感じます。

そ こで 、独居 の高 齢 者など がふ だん からの 困り 事など 相談 する

には 、主 にどこ に相 談 される のが いい のか。 また 、支援 につ なぐ

ためには、どのような対応をされているのか伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 困り事 など の相 談対応 につ いての お尋 ねで

ござ いま すが、 主に 本 市の長 寿社 会課 や総合 相談 支援セ ンタ ーえ

しこ に、 また地 域包 括 支援セ ンタ ー、 そして 地域 の民生 児童 委員

等が 御相 談をお 受け し ている とこ ろで ござい ます 。対応 につ きま

して は、 困り事 の内 容 をお聞 きし まし てアセ スメ ントや 課題 の整

理を 行い 、必要 に応 じ て各種 サー ビス や他機 関に おつな ぎを して

いるところでございます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 長 寿社 会 課、包 括支 援セ ンター やま た民生 委員 さん



など 、多 くのと ころ で 相談で きる 体制 は整え てあ るとい うこ とは

分か りま す。相 談を 遠 慮しな くて 相談 してい ただ くって いう こと

が大事だということも分かります。

そ こで 、単身 生活 者 、特に 独居 高齢 者が安 心し て暮ら して いく

ため に必 要なサ ービ ス や支援 はど のよ うなも のが あるの か伺 いま

す。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 独居高 齢者 が安 心して 暮ら してい くた めの

必要 な支 援につ いて の お尋ね です が、 介護保 険制 度にお けま す訪

問介 護サ ービス や軽 度 生活援 助事 業に おける 生活 支援、 日常 生活

自立 支援 事業に おけ ま すサー ビス 等の 利用援 助、 また地 域の 民生

児童 委員 や在宅 福祉 員 による 見守 り支 援など がご ざいま す。 また、

今年 度か らの新 たな 取 組とい たし まし ては、 民間 の緊急 通報 装置

を設 置す る独り 暮ら し の高齢 者の 方な どに設 置費 用の一 部を 助成

する 米子 市緊急 通報 装 置設置 費補 助金 を実施 して いると ころ でご

ざいます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 先 ほど 来 の相談 でき る体 制を整 え、 そして 遠慮 なく

相談 して いただ ける 場 所もあ る。 また 、サー ビス を様々 な形 で準

備は して あるっ てい う ことで はあ りま す。ま た、 私も伺 った とこ

ろで 、先 ほどお っし ゃ った米 子市 緊急 通報装 置設 置費補 助金 、相

談に 行っ たら、 もう 担 当のと ころ で、 もう本 当に 丁寧に きち んと

教え てい ただい て、 そ れを受 け取 るこ とがで きた よって すご く喜

んで いた だいて 、お 話 も伺っ てい るん です。 でも ６５歳 以上 の高

齢者 のみ ならず 、独 居 生活者 とい うの は、往 々に して地 域や 行政



など の専 門職と つな が りにく いと いう 状況は ある のでは ない かな

というふうに感じます。

独 居生 活者が 地域 と 行政等 とつ なが る体制 づく りにつ いて 現状

と課題を伺っておきたいと思います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 独居生 活者 が地 域や行 政等 とつな がる 体制

づく りの 現状と 課題 に ついて でご ざい ますが 、現 状とい たし まし

ては 、高 齢者に つき ま しては 、市 報や ホーム ペー ジを通 じた 市や

地域 包括 支援セ ンタ ー 、また えし こに 等の相 談先 の周知 をは じめ、

高齢 者の みで居 住さ れ る世帯 等を 地区 の民生 児童 委員が 戸別 訪問

を行 いま す高齢 者実 態 調査を 実施 して おりま して 、相談 から 支援

につ なが る体制 づく り に取り 組ん でい るとこ ろで ござい ます 。課

題と いた しまし ては 、 若い世 代に 対す るこれ らの 体制構 築に 向け

たア プロ ーチの 手段 が 不足し てい ると ころが ある と考え てお りま

す。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 部 長お っ しゃっ たと おり で、高 齢者 には様 々な 相談

体制 や支 援の担 当と い うとこ ろが ある わけで すが 、本市 の単 身世

帯の 人数 ってい うの は 、全体 で２ 万 9,０ ０ ０ 人 を 超 え 、 そ の う ち

の 高 齢 者 で は な い世 帯 、若年 の方 です ね、そ の世 帯の方 も約 １万

人は おら れると いう こ とです ね。 人と 人との つな がりの 希薄 化は

世代 を超 えて広 がっ て いるこ とか ら、 今後の 大事 な取組 とな ると

いう ふう に私は 感じ て います ので 、さ らなる 取組 を希望 した いと

思います。

こ れま でもお 独り 暮 らしの 高齢 者の 方から は、 自分に 突然 何か



あっ た場 合に備 えて 様 々な終 活の 準備 を行政 が手 伝って くれ るな

ら安 心だ なって いう ふ うに言 われ るこ とが多 くあ りまし た。 そこ

で、 単身 生活者 、お ひ とりさ まの 終活 支援と して 考えら れる 準備、

必要 な準 備の内 容な ど 、どの よう なこ とが想 定さ れるの か伺 いた

いと思います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 独居生 活者 の終 活支援 とし て考え られ る必

要な 準備 につい てで ご ざいま すが 、日 頃の安 否確 認や相 談支 援、

亡く なら れた際 の葬 儀 等に係 る手 続、 また遺 品整 理など が想 定さ

れるところでございます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 相 談、 安 否確認 、相 談支 援、葬 儀等 に係る 手続 や遺

品整 理っ ていう ふう に 、一応 きれ いに すっと 言っ てくだ さっ てる

んで すけ どね、 でも 実 はすご く大 変で 、これ はも う本当 に単 身生

活者 、お ひとり さま 終 活支援 って もう 実に多 岐に わたっ てい るっ

てい うこ とは、 もう こ のこと を経 験し たよう な方 たちは 、本 当に

たく さん 感じて いら っ しゃる こと で、 現在我 が国 ではこ の単 身世

帯っ てい うのが ３割 超 えてい ると 言わ れてい ます 。本市 での 世帯

数か ら見 れば、 先ほ ど のお話 から は、 単身世 帯は ４２％ を超 えて

いる 。若 い世代 のみ な らず、 特に 独居 高齢者 を支 える取 組は 非常

に大 事な 、大き な課 題 だとい うふ うに 言えま す。 若い頃 から お一

人暮 らし の方も あれ ば 、長年 連れ 添っ た配偶 者を 亡くし 、最 後は

１人 で老 後を迎 える と いう方 もお られ ると思 いま す。行 政と して

そう した 方々の 課題 を 共有し 、一 緒に 乗り越 えて いくた めの 施策

を進めなくてはならない、そのように思います。



代 表質 問での 答弁 を 踏まえ て、 行政 、そし て地 域、民 間事 業者

等が 連携 する体 制の 構 築につ いて 、具 体的に はど のよう に取 り組

んでいくのか。また、そのスケジュール感について伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 行政や 地域 、民 間事業 者等 が連携 する 体制

の構 築に ついて でご ざ います が、 令和 ６年度 から は、本 件に 関し

ます 庁内 検討会 を設 置 をいた しま して 、引き 続き 他の自 治体 の終

活支 援に 関する 取組 や 体制に つい て情 報収集 を行 いつつ 、行 政の

役割 につ いて整 理を い たしま して 、地 域や民 間事 業者等 と連 携す

る体 制の 構築に つい て 、福祉 保健 部を 中心と した 庁内全 体で 連携

を図りながら取り組んでまいりたいと考えております。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 令 和６ 年 度から 、来 年度 ですね 、庁 内検討 会を 設置

する との スケジ ュー ル 感でお 話し くだ さいま した 。私は 検討 会設

置と いう だけで はな く 、担当 を決 めて 推進を して いかな けれ ば、

後手 にな るので はな い かなっ てい うふ うに危 惧を してい ます 。実

際、 地域 包括支 援セ ン ターの ケア マネ さんた ちか らは、 御本 人が

亡く なら れ、親 族と 関 係が途 絶え てい たり、 親族 に引取 りを 拒否

され るな どとい うこ と があり 、本 来は 業務で はな いけれ ども 、受

けな けれ ばなら ない か らとい う切 実な 悲鳴に も似 た声も 聞い てお

りま す。 このよ うな 声 は市の 担当 にも 届いて いる ってい うふ うに

も私は思っています。

実 は私 自身も 大阪 に 住む単 身で 子ど ものい ない おじが 一昨 年亡

くな りま して、 ずっ と 何とか 元気 で暮 らして いた のに、 軽い 熱中

症か らの 脱水症 状で 入 院をし て、 すぐ に退院 でき そうだ った のが、



誤嚥 症状 や他の 症状 も 重なっ て、 結局 退院が 困難 となっ たと いう

とこ ろか ら、様 々な 手 続や居 室の 片づ けなど など 、めい であ る私

が何 度も 何度も 大阪 に 出向い て行 って きまし た。 その際 、直 系親

族で あれ ば相続 も含 め て手続 自体 がや りやす いの ではあ りま すが、

傍系 親族 である おじ の 入院中 や死 後の 手続な どと いうの は非 常に

法的 に困 難なこ とが 多 くある なと いう ふうに 実感 したと ころ です。

昨 年１ ２月議 会で 市 長から は、 御健 在なう ちに 可能な 限り 御家

族や お仲 間など との 関 係性を 築い て、 伝える べき は伝え てお くよ

うな こと をお願 いし た いとの お話 もあ りまし た。 しかし 、そ れが

でき てい ない、 何を ど こに、 どう いう ふうに 、誰 にお願 いし てい

くの か、 そこが 具体 的 な準備 にな らな い、こ れが 現実で はあ りま

す。 私自 身の経 験か ら も、い わゆ るお ひとり さま と言わ れる 独居

生活 者の 終活支 援と い うもの は、 総合 相談支 援セ ンター や地 域包

括支 援セ ンター が受 皿 になる こと や、 地域や 友人 が担い たく ても

担えないことが多くあるのだということを実感しました。

相 続な どの法 的問 題 や死後 委任 など 、実際 にプ レーヤ ーと なっ

て実 行し てくれ る人 と 、この 人、 御本 人をつ なぎ 、御本 人の 意思

を確 実に 履行し ても ら うため の実 効性 を担保 する 部署が 必要 だと

いう ふう に考え ます 。 私は実 効性 を担 保する のは 、やは り公 の行

政が 担う べきだ と考 え ており ます が、 御所見 を伺 いたい と思 いま

す。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 終活支 援の 実効 性を担 保す るため の部 署の

設置 とい うこと での お 尋ねで ござ いま すが、 おひ とりさ まな どの

終活 支援 につき まし て は、福 祉保 健部 を中心 に庁 内全体 で連 携を



図り 、対 応して いる と ころで ござ いま して、 今後 も引き 続き 連携

を強化して対応してまいりたいと考えております。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひそ の ように お願 いし たいな とい うふう に思 いま

すが 、片 や、代 表質 問 での御 答弁 では 、行政 とし ての役 割を 整理

し、 行政 、地域 、民 間 事業者 が連 携す る体制 構築 に取り 組む とい

うふ うに もおっ しゃ っ てるん です ね。 終活支 援を 庁内全 体で の連

携を 強化 ってい うの も 今おっ しゃ って くださ った わけで すね 。全

く違 うこ とをお っし ゃ ってる わけ では ないん です けど、 そう いう

ふう に聞 いてい ると 、 一歩前 進、 一歩 後退と いう ように しか 聞こ

えな いと ころも 実は 私 には、 そう いう ふうに 感じ てしま うと ころ

もあ るの で、具 体的 な ところ をし っか りと協 議も してい ただ いて、

また 他市 の調査 など も してい ただ いて 、実際 前に 進むと いう 形を

早急に取っていただきたいなというふうに思っています。

社 会構 造の変 化に 伴 い、独 り暮 らし の高齢 者の 方が年 々増 加傾

向に あり ます。 頼れ る 人がな く、 人間 関係を 喪失 するこ とで 社会

との 関係 が希薄 とな り 、出か ける こと や人と のコ ミュニ ケー ショ

ンの 機会 が減少 して い くこと も少 なく ありま せん 。昨日 の伊 藤議

員の お話 にもあ りま し たが、 独り 暮ら しであ ると いうこ とが 孤立

を意 味す るとい うこ と になら ない よう にしな けれ ばなら ない 。終

活支 援が 浸透す れば 、 実は高 齢者 は老 後の生 活を 日々安 心し て過

ごせ ると いうこ とに も なりま す。 おひ とりさ まの 不安も 解消 でき、

老後 の孤 独死や それ に まつわ る複 雑な 手続も 避け られる よう にな

るこ とで 自治体 の負 担 が減る のも メリ ットで はな いかと 思い ます。

自治 体に よる終 活支 援 は、市 民に とっ ても、 自治 体にと って もメ



リッ トの 大きい 取組 で はない かと 感じ ます。 終活 支援が エン ディ

ング ノー トの配 付や 啓 発で終 わる こと なく、 その 先の死 後の 委任

や契 約が 確実に 実施 さ れるよ う、 地域 、行政 、民 間事業 者の 方々

が共 通認 識を持 って 終 活を支 えて いけ る専門 部署 の設置 と体 制構

築を 急い でくだ さい と いうこ とを 強く 要望し て、 次の質 問に 移り

ます。

大 要２ 点目で すが 、 住宅・ 建築 物の 耐震化 と耐 震改修 工事 の促

進についてです。

代表 質 問の 御答 弁 から 、住 宅 等の耐 震 改修 は８ ７ ％まで 達 して

いる との ことで した 。 本市と 協働 して 実施し てい る耐震 化へ の補

助金 の導 入など で大 き く前進 し、 推進 してい ただ いてい るん だな

って いう ふうに 感じ ま した。 さら に耐 震化を 進め るため 、耐 震設

計及 び耐 震改修 工事 の 補助金 の拡 充を 予定し てい るとの 御答 弁で

した。

そ こで 、補助 金に つ いて具 体的 には どのよ うな ものが ある のか。

また 今年 度から どの よ うな拡 充を 行っ ていく のか 伺いま す。 今年

度、またどのように広報・周知を行っていくのか伺います。

○門脇副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 耐震化 に係 る補 助金の 現状 と今後 の具 体的

な拡 充、 広報・ 周知 に ついて のお 尋ね でござ いま す。耐 震改 修の

補助 金に つきま して は 、耐震 診断 、耐 震改修 設計 、耐震 改修 工事

があ り、 このう ち耐 震 改修設 計と 耐震 改修工 事の 補助金 の上 限額

を引 き上 げる予 定と し ておる とこ ろで ござい ます 。広報 ・周 知に

つき まし ては、 これ ま でホー ムペ ージ 、市報 、ま た毎年 郵送 され

ます 固定 資産税 納税 通 知書に 耐震 化の 案内チ ラシ を同封 して いる



とこ ろで ござい ます 。 また、 耐震 化の 補助金 を利 用して 耐震 診断

を行 った お宅に 建築 士 と一緒 に訪 問い たしま して 、耐震 改修 設計

及び 耐震 改修工 事に 進 んでも らう ため の説明 を行 ってお りま して、

今後 につ いても 、こ れ までの 方法 に加 え、耐 震診 断を行 って いな

いお宅への訪問先を広げる予定としておるところでございます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 失 礼し ま した。 予定 して いらっ しゃ るって こと です

から 、来 年度か らの 補 助金の 拡充 です かね、 今年 度じゃ なく て。

ごめんなさい、間違っておりました。

私 も実 は耐震 診断 を 御紹介 をし た御 家庭が 複数 あるわ けで すけ

れど も、 耐震設 計や 耐 震改修 工事 に進 んでい けな いって いう こと

も多 いと いうふ うに 感 じます 。様 々な 事情が ある と思い ます が、

耐震 設計 や耐震 改修 工 事にや はり 経済 的な課 題が あるこ とか ら、

補助 金の 上限額 の引 上 げが耐 震化 の促 進につ なが ればと いう ふう

に願 うと ころで す。 御 答弁で 、今 後住 宅所有 者へ の訪問 など 一歩

進んだ対策の促進を行うとのことです。

そ こで 、職員 の直 接 訪問や 耐震 化へ の働き かけ はどの よう に行

っていくのか、今後の取組について伺います。

○門脇副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今後の 職員 の直 接訪問 や耐 震化の 働き かけ

や取 組に ついて とい う お尋ね でご ざい ます。 今後 は従来 の訪 問に

加え て、 市内の 木造 住 宅が密 集す る区 域に建 って おりま す旧 耐震

基準 の住 宅につ いて 、 年次的 に直 接職 員が訪 問し 、耐震 化へ の働

きかけを行う予定でございます。

○門脇副議長 今城議員。



○今 城議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い いた します 。昨 日、大 下議 員の

質問 もあ りまし たけ れ ども、 本年 ４月 １日か ら相 続登記 が義 務化

とな りま す。空 き家 、 空き地 問題 も同 様なの です けれど も、 これ

まで 所有 者不明 であ っ たり、 相続 権者 が多数 に及 ぶ場合 の耐 震化

の対 策な ど課題 とな っ ていた こと から 、相続 登記 の義務 化は 、住

宅等 の所 有者が 明確 に なるこ とで 働き かけの 促進 もでき るの かな

というふうにも思います。

そ こで 、相続 登記 の 義務化 につ いて 、市と して も対策 や実 務の

支援などの相談を行う必要を感じますが、御所見を伺います。

○門脇副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 相続登 記の 義務 化につ いて 、市と して の対

策や 実務 の支援 、相 談 につい ての お尋 ねでご ざい ます。 相続 登記

の義 務化 により 所有 者 が明確 にな れば 、住宅 に関 する管 理意 識が

高ま り、 耐震化 への 相 談が増 える こと が期待 され ること から 、耐

震改 修に 向けて の具 体 的方法 等、 しっ かりと 相談 をお受 けす るよ

うな体制にしたいと考えておるところでございます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い いた します 。自 分でや ろう と思

って も、 案外で きた り するこ とも あっ たりし て、 相談に 乗っ てい

ただ けれ ば鬼に 金棒 と いいま すか 、非 常に心 強い んじゃ ない かな

っていうふうにも思いますので、よろしくお願いします。

様 々な 、今回 の質 問 でもあ りま した けれど も、 やはり 元旦 の能

登半 島地 震で木 造住 宅 の多く が倒 壊し ている 現状 を見る につ け、

耐震 診断 、耐震 設計 及 び耐震 改修 工事 への一 連の 耐震化 が確 実に

実施 され るとい うこ と が安心 ・安 全な 生活に つな がると いう ふう



に実 感し たとこ ろで す 。本市 の耐 震化 率が現 在８ ７％で ある こと

は非 常に 、本当 に担 当 の皆さ ん頑 張っ ていた だい ている なっ てい

うふ うに 思って いま す 。令和 ７年 度に は住宅 耐震 化率９ ４％ を目

指す って いうふ うに お っしゃ って くだ さって いま すが、 これ は実

は並 大抵 のこと では な い。こ れま で頑 張って きた ところ で８ ７、

ここ に残 ってい るの は 大分頑 張ら ない といけ ない ってい うと ころ

なの で、 そうい う意 味 ではす ごく 大変 なこと だと 思うん です けれ

ども 、こ の目標 に対 し て、非 常に 大変 ではあ りま すが、 市民 の安

心・ 安全 な生活 の基 盤 となる 住宅 の耐 震化、 ぜひ さらな る促 進を

お願いしたいというふうに思っています。

次 に、 大人の 各種 ワ クチン 接種 の助 成につ いて 伺いた いと 思い

ます。

令和 ２ 年１ 月、 国 内初 の新 型 コロナ ウ イル ス感 染 が確認 さ れて

から 、新 型コロ ナウ イ ルス感 染症 ワク チンの 接種 に大き く関 心が

集ま って きまし た。 こ の間、 受診 控え などに より 各種ワ クチ ンの

接種 率が 下がっ てい る という 現状 があ りまし た。 このコ ロナ ウイ

ルス の５ 類移行 後、 各 種疾患 に対 する ワクチ ン接 種もコ ロナ 前の

接種 率に 回復さ せて い くって いう こと は、非 常に 重要な こと では

ないでしょうか。

そ こで 、本市 で実 施 してい る大 人の ワクチ ン接 種とし て、 定期

予防接種、任意接種の種類について伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の 大人 の予 防接種 の種 類につ いて でご

ざい ます が、予 防接 種 は、予 防接 種法 などに 基づ き市町 村が 主体

とな って 実施す る定 期 接種と 、希 望者 が各自 で受 ける任 意接 種が



ござ いま す。令 和５ 年 度に本 市が 実施 してい る大 人を対 象と しま

した 定期 接種は 、６ ５ 歳以上 の方 や一 定の要 件を 満たす ６０ 歳か

ら６ ５歳 未満の 方を 対 象とし まし たイ ンフル エン ザワク チン 、６

５歳 から ５歳刻 みの 年 齢の方 や一 定の 要件を 満た す６０ 歳か ら６

５歳 未満 の方を 対象 と しまし た肺 炎球 菌ワク チン の２種 類で ござ

いま す。 なお、 この ２ つのワ クチ ンは 、対象 年齢 以外の 方が 接種

する 場合 は任意 接種 と なりま す。 また 、大人 を対 象とし 定期 接種

化さ れて いない 任意 接 種の主 なも のに つきま して は、帯 状疱 疹ワ

クチ ンや 男性を 対象 と しまし たＨ ＰＶ ワクチ ンな どがご ざい ます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 代 表質 問 では、 男性 への ＨＰＶ ワク チンの 接種 費用

の助 成、 そして 高齢 者 の帯状 疱疹 ワク チンの 接種 費用の 助成 につ

いて 伺い ました が、 い ずれも 国の 推奨 する定 期接 種では なく 任意

接種 のた め、費 用の 助 成は考 えて いな いとの 御答 弁でし た。 しか

し、 今ま さに国 にお い て検討 が行 われ ている ワク チンで あっ たり、

各自 治体 から定 期接 種 化を国 に提 言し ている ワク チンで ある なら

ば、 その ワクチ ンの 大 切さは 認識 され ている もの だとい うふ うに

感じています。

そ こで 、これ らを 含 めての 任意 接種 の接種 状況 と課題 につ いて

伺っておきたいと思います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 任意接 種の 接種 状況と 課題 につい てで ござ

いま すが 、任意 接種 に つきま して は、 希望者 が任 意で受 けら れる

もの でご ざいま すた め 、接種 の状 況等 は本市 では 把握は して おり

ませ ん。 なお、 一部 の 任意接 種に つき まして は、 国にお いて 定期



接種 化に 向けた 検討 が なされ てい ると ころで ござ いまし て、 定期

接種 化さ れた場 合に 遅 滞なく 円滑 に実 施でき るよ う動向 を注 視し

ているところでございます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 任 意接 種 ですの で、 市に 届け出 るわ けでも あり ませ

んし 、私 が受け たく て 受ける って いう わけな ので 、当然 市の ほう

でお 分か りにな るっ て ことは なか なか 難しい こと ではあ ろう かと

は思 って います が、 一 方で、 この 任意 接種に 向か ってい く可 能性

のあ るも のって いう の には、 先ほ どお っしゃ って くださ った よう

に、 国の 動向を 注視 し てって いう こと であれ ば、 どのよ うな 人が

どう いう ふうに 受け て いるの かっ てい うこと も、 今後は 考え てい

かな いと いけな いっ て いうタ イミ ング もきっ と来 るのか なっ てい

うふうに思っているところです。

で は、 任意接 種で は あるも のの 、特 に感染 力が 強いこ とや 予後

の状 態が 悪いこ とな ど で定期 接種 化に 向けて 国の 議論に 上が って

いる とい うワク チン に ついて 、ど のよ うな種 類が あるの か伺 って

おきます。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 任意接 種の うち 、定期 接種 化に向 けて 国の

議論 に上 がって いる ワ クチン の種 類に ついて でご ざいま すが 、現

在定 期接 種化に 向け た 検討が され てい るワク チン は、帯 状疱 疹や

男性 を対 象とし まし た ＨＰＶ ワク チン である と承 知して おり ます。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 新 型コ ロ ナウイ ルス 感染 症対策 を優 先的に この 数年

行っ てき たため に、 国 におけ るワ クチ ン接種 の議 論が停 滞し てき



た状 況が あり、 国に お いては やっ とワ クチン の議 論が再 開さ れ始

めたという感があります。

現 在は 任意接 種で あ っても 、ワ クチ ンの有 効性 や予後 につ いて

の考 え方 から、 一定 の 対象者 に絞 って 費用助 成を 実施し てい ると

いう 自治 体もあ るこ と から、 私は 本市 もワク チン 接種費 用の 助成

を対 象を 絞った 形で で もする べき では ないか なと いうふ うに 考え

ますが、重ねて御所見を伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 任意接 種費 用の 助成に つい てでご ざい ます

が、 現在 本市で 公費 助 成を行 って いる ワクチ ンは 、予防 接種 法で

定め られ た定期 接種 の みでご ざい まし て、現 時点 での任 意接 種へ

の助 成は 考えて いな い ところ でご ざい ます。 また 、定期 予防 接種

化に つい ては、 全国 市 長会か ら国 へ提 言をし てい るとこ ろで ござ

います。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 よ く分 か りまし た。 例え ば帯状 疱疹 予防ワ クチ ンの

定期 接種 化につ いて 、 自治体 によ って 公費助 成を 導入し てい る状

況が 異な ること など で 自治体 間の 格差 が生じ てい るって いう こと

も、 これ は事実 です 。 先ほど おっ しゃ ったよ うに 、国に 対し て定

期接 種化 をさら に求 め るとと もに 、本 市での 公費 の助成 導入 、再

考していただきたいと強く要望しておきたいと思います。

加 えて 、一つ 確認 を させて いた だき たいと 思い ます。 国が 進め

てき た新 型コロ ナウ イ ルス感 染症 ワク チン接 種に ついて 、特 例臨

時接 種、 いわゆ る無 料 の接種 です が、 間もな く終 了とな りま す。

コロ ナワ クチン 接種 の 本市の 再度 の勧 奨につ いて どのよ うな 状況



なのか伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 新型コ ロナ ウイ ルスワ クチ ン接種 の勧 奨に

つい てで ござい ます 。 無料で 接種 でき る新型 コロ ナウイ ルス ワク

チン 特例 臨時接 種は 、 令和６ 年３ 月３ １日で 終了 となり ます ため、

広報 よな ご、新 聞紙 面 広告、 ケー ブル テレビ ＣＭ 等を利 用い たし

まし て周 知を行 うと と もに、 ６５ 歳以 上で令 和５ 年秋開 始接 種未

接種 の方 に対し まし て は、１ 月中 旬に 接種勧 奨は がきを 発送 した

とこ ろで ござい ます 。 今後も 特例 臨時 接種期 間終 了まで 接種 を希

望さ れる 方が安 心・ 安 全に接 種で きる 体制の 確保 に努め てい きた

いと考えております。

○門脇副議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。病 院に よって は３ 月末

を待 たず に、２ 月中 に は接種 が終 了し たとい うと ころも ある と聞

いて おり ます。 ３月 に 接種で きる 病院 等の情 報を 丁寧に 伝え てい

ただきたいというふうに、これは要望しておきたいと思います。

最 後に はなり ます が 、私た ち公 明党 は本年 結党 ６０周 年と なり

ます 。結 党当時 、保 守 、革新 のイ デオ ロギー によ る抗争 の中 で置

き去 りに されて きた 政 治を庶 民の 手に 取り戻 し、 地域住 民の 手足

とな って 動くこ と、 庶 民の願 いや 期待 、衆望 を担 う議員 であ るこ

とを 本分 として 、市 民 相談を 中心 にこ れまで 議会 質問を して まい

りま した 。地域 住民 の 幸福が 中心 であ り、こ のま ちに住 んで よか

った とい う米子 市に し たいと いう 思い は、市 長も 、また 前に 座っ

てく ださ ってい ます 執 行部の 皆さ んも 、私た ちも 同じだ とい うふ

うに 認識 をして おり ま す。市 民の ため になる 提言 を今後 も行 って



いく こと を皆様 にお 伝 えをし て、 私の 質問を 終わ りたい と思 いま

す。

○門脇副議長 以上で本日の日程は終了いたしました。

お 諮り いたし ます 。 本日は これ をも って散 会し 、明３ 月１ 日午

前１ ０時 から会 議を 開 きたい と思 いま す。こ れに 御異議 あり ませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○門脇副議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後３時０７分 散会


